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両立支援制度を拡両立支援制度を拡充充
介
護
休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
見
直

介
護
休
暇
・
育
児
休
業
な
ど
見
直
しし

　
人
事
院
は
、
今
回
の
給
与

勧
告
に
あ
わ
せ
て
、
「
国
家

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
に
つ
い

て
の
意
見
の
申
出
と
「
一
般

職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
つ
い
て
の
勧
告
を
行
い

ま
し
た
（
図
表
5
）
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
育
児
や
介
護
と
仕
事
の

両
立
が
し
や
す
い
就
業
環
境

の
整
備
等
を
行
う
た
め
、
今

年
3
月
、
民
間
労
働
者
を
対

象
と
す
る
育
児
・
介
護
休
業

法
が
改
正
さ
れ
、
来
年
1
月

に
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

と
も
な
い
公
務
に
お
い
て

も
、
民
間
法
制
の
改
正
に
即

し
て
、
育
児
休
業
等
に
関
す

る
制
度
、
勤
務
時
間
及
び
休

暇
に
関
す
る
制
度
の
改
正
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
制
度
改
正
の
概
要
は
、
①

介
護
休
暇
の
分
割
…
要
介
護

状
態
ご
と
に
3
回
以
内
、
合

計
6
月
以
下
の
範
囲
で
取
得

可
能
②
介
護
時
間
（
無
給
）

の
新
設
…
連
続
す
る
3
年
以

下
、
1
日
に
つ
き
2
時
間
以

内
③
育
児
休
業
等
に
係
る
子

の
範
囲
の
拡
大
…
特
別
養
子

縁
組
の
監
護
期
間
中
の
子
等

の
法
律
上
の
親
子
関
係
に
準

ず
る
関
係
に
あ
る
子
を
追
加

―
―
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
人
事
院

規
則
改
正
措
置
と
し
て
、
介

護
休
暇
等
の
対
象
家
族
の
要

件
緩
和
（
祖
父
母
、
孫
及
び

兄
弟
姉
妹
の
同
居
要
件
の
撤

廃
）
、
介
護
を
行
う
職
員
の

超
過
勤
務
の
免
除
、
い
わ
ゆ

る
マ
タ
ハ
ラ
等
の
防
止
策
の

整
備
、
非
常
勤
職
員
の
育
児

休
業
及
び
介
護
休
暇
の
取
得

要
件
緩
和
（
養
育
す
る
子
の

年
令
が
1
歳
に
達
す
る
日
ま

で
だ
っ
た
の
が
1
歳
6
カ
月

に
達
す
る
ま
で
に
）
が
は
か

ら
れ
ま
す
。
施
行
時
期
は
、

民
間
法
制
の
施
行
と
あ
わ
せ

来
年
1
月
と
し
て
い
ま
す

（
た
だ
し
、
養
子
縁
組
等
に

か
か
る
改
正
は
来
年
4
月
実

施
）
。

　
新
設
さ
れ
た
介
護
時
間
は

無
給
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
当

該
時
間
に
つ
い
て
は
昇
給
区

分
の
決
定
に
あ
た
っ
て
「
勤

務
し
て
い
な
い
日
数
」
に
カ

ウ
ン
ト
し
な
い
こ
と
と
、
勤

勉
手
当
の
期
間
率
の
算
定
に

あ
た
っ
て
　
日
未
満
は
勤
務

30

期
間
か
ら
除
算
し
な
い
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
昇
給
に
お
け
る
介
護
休

暇
と
育
児
休
業
、
勤
勉
手
当

に
お
け
る
育
児
時
間
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
措
置
を
講
ず

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
国
公
労
連
女
性
協

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
「
育
児
に
関
す
る
両
立

支
援
制
度
の
改
善
要
求
」
と

し
て
「
休
暇
の
取
り
や
す
い

職
場
環
境
」
「
看
護
休
暇
の

拡
充
」
等
に
多
く
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
介
護
休
暇
に
対
し
て
の
要

求
で
は
「
取
得
要
件
緩
和
」

が
多
く
、
正
規
職
員
で
は

「
代
替
職
員
の
配
置
」
が
、

非
正
規
職
員
で
は
「
所
得
保

障
の
増
額
」
が
強
い
要
求
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
定
の
改
善
が
は
か
ら
れ

ま
し
た
が
、
必
要
な
人
が
必

要
な
と
き
に
気
兼
ね
な
く
制

度
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
両
立
支
援
制
度
の
拡

充
と
制
度
が
活
用
で
き
る
代

替
要
員
の
確
保
な
ど
増
員
を

含
む
職
場
環
境
の
整
備
が
必

要
で
す
。

　
「
公
務
員
人
事
管
理
に
関

す
る
報
告
」
で
は
、
人
材
の

確
保
及
び
育
成
、
働
き
方
改

革
と
勤
務
環
境
の
整
備
、
高

齢
層
職
員
の
能
力
及
び
経
験

の
活
用
（
雇
用
と
年
金
の
接

続
）
な
ど
に
関
す
る
人
事
院

の
方
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
つ

い
て
は
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
上
げ
が
す
す
む
も

と
、
再
任
用
職
員
が
5
年
間

で
倍
増
（
図
表
6
）
し
て
い

る
な
か
で
、
人
事
院
と
し
て

職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
問
題

意
識
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
報
告
で
は
、
民
間
企
業
で

約
　
％
が
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務

92
の
再
雇
用
と
な
っ
て
い
る
一

方
で
、
公
務
で
は
約
　
％
が

68

短
時
間
勤
務
（
本
年
度
の
あ

ら
た
な
再
任
用
者
）
の
実
態

や
、
短
時
間
再
任
用
者
の
約

　
％
は
「
定
員
事
情
等
に
よ

27り
希
望
に
反
し
て
短
時
間
と

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
ま
す
（
図
表
7
）
。

　
ま
た
、
職
務
の
格
付
で

も
、
民
間
で
は
約
半
数
の
企

業
が
、
退
職
前
と
同
格
の
職

務
に
配
置
し
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
一
方
で
、
公
務
で
は
、
主

任
や
係
長
級
（
2
～
3
級
）

が
　
％
を
占
め
補
完
的
な
業

75
務
を
担
当
す
る
傾
向
が
続
い

て
い
る
な
ど
と
し
、
公
務
能

率
の
低
下
や
職
員
の
士
気
の

低
下
へ
の
危
惧
を
示
す
と
と

も
に
、
「
生
活
に
必
要
な
収

入
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
の
問

題
が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
後
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

「
フ
ル
タ
イ
ム
中
心
の
勤
務

実
現
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し

つ
つ
、
各
府
省
で
の
定
年
前

の
人
事
配
置
や
、
「
役
割
や

心
構
え
等
に
つ
い
て
認
識
す

る
機
会
を
付
与
す
る
」
な

ど
、
職
員
の
意
識
改
革
の
必

要
性
を
言
及
す
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
再
任
用
職
員
の
処

遇
改
善
や
定
年
延
長
を
推
進

し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
定

員
課
題
に
か
か
わ
っ
て
は
、

5
月
に
発
表
し
た
『
年
次
報

告
書
』
で
言
及
し
た
「
過
渡

的
定
員
増
」
に
つ
い
て
、「
新

規
採
用
者
を
一
定
数
確
保
し

な
が
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
中
心

の
再
任
用
勤
務
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
定
員
の
調
整
を
行

う
た
め
の
経
過
的
な
取
扱
い

に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き

か
け
を
行
う
」
こ
と
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
た

ち
の
要
求
が
一
定
反
映
し
た

も
の
と
い
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
働
き
方
改
革

と
勤
務
環
境
の
整
備
」
と
し

て
、
勧
告
・
意
見
の
申
し
出

が
行
わ
れ
た
両
立
支
援
の
充

実
の
ほ
か
、
長
時
間
労
働
の

是
正
、
心
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

対
策
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
長
時
間
労
働
の
是
正
に
か

か
わ
っ
て
は
、
府
省
ト
ッ
プ

の
取
組
姿
勢
の
必
要
性
や
、

管
理
職
員
に
よ
る
事
前
把
握

に
よ
る
対
応
徹
底
の
有
効
性

な
ど
、
職
場
に
依
存
し
た
措

置
に
ふ
れ
た
の
み
で
す
。
ま

た
「
月
間
超
勤
　
時
間
超
の

80

職
員
へ
の
健
康
へ
の
配
慮
は

極
め
て
重
要
」
と
し
「
人
事

管
理
上
の
配
慮
も
必
要
」
な

ど
と
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え

る
職
員
へ
の
対
応
す
ら
ま
る

で
他
人
事
で
す
。

　
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に

必
要
な
予
算
確
保
に
言
及
し

た
点
は
、
不
払
い
残
業
の
根

絶
を
粘
り
強
く
訴
え
て
き
た

私
た
ち
の
と
り
く
み
の
反
映

で
す
が
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
定

員
削
減
が
強
行
さ
れ
る
も
と

で
、
長
時
間
労
働
の
抜
本
的

な
解
消
に
は
、
増
員
こ
そ
必

要
で
す
。
し
か
し
、
今
年
も

報
告
に
は
い
っ
さ
い
言
及
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
対
策
で
は
、
い
わ
ゆ
る
パ

ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
、
部
内
で

の
啓
発
を
中
心
と
し
た
と
り

く
み
推
進
に
言
及
し
た
ほ

か
、
い
わ
ゆ
る
マ
タ
ハ
ラ
に

つ
い
て
、
民
間
同
様
の
措
置

を
講
ず
る
必
要
性
に
言
及
す

る
な
ど
、
一
定
の
対
応
推
進

の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

現
行
再
任
用
制
度
の
問
題
点
に
言
及

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

  人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
 

全国統一行動・第2次最賃デーで「最賃1500円以上」を訴え


